
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 グリーンケールスムージー 

機能性関与成分名 難消化性デキストリン（食物繊維） 

表示しようとする

機能性 

本品には難消化性デキストリン（食物繊維）が含まれま

す。 

難消化性デキストリン（食物繊維）は、おなかの調子を

整える効果があることが報告されています。 

 

２．作用機序 

難消化性デキストリンはヒトの消化酵素で消化されない構造を有するため、

上部消化管において消化吸収されず大腸に到達する 1)。そのうちの一部は腸内細

菌によって資化され短鎖脂肪酸が生成される 2)。短鎖脂肪酸は腸の蠕動運動を刺

激するため、難消化性デキストリンの摂取により排便が促進される。また、腸

内細菌による資化を逃れた部分は、そのまま便として排泄されるため、便のか

さを増やす効果があり便量の増加に寄与する 1)、3)。 

このような腸の蠕動運動の刺激および便量の増加により、難消化性デキストリ

ンは排便回数および排便量を増加させると考えられている 4)。 
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